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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第111期
第２四半期
連結累計期間

第112期
第２四半期
連結累計期間

第111期
第２四半期
連結会計期間

第112期
第２四半期
連結会計期間

第111期

会計期間

自  平成20年
    ４月１日
至  平成20年
    ９月30日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成20年
    ７月１日
至  平成20年
    ９月30日

自  平成21年
    ７月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成20年
    ４月１日
至  平成21年
    ３月31日

売上高 (百万円) 11,203 8,881 5,305 4,115 20,862

経常利益 (百万円) 610 138 287 14 1,266

四半期(当期)純利益 (百万円) 314 75 148 6 461

純資産額 (百万円) ― ― 14,623 14,029 13,956

総資産額 (百万円) ― ― 26,917 21,238 23,066

１株当たり純資産額 (円) ― ― 646.51 625.62 622.33

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 13.92 3.36 6.54 0.28 20.41

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ― ― 54.3 66.1 60.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,309 1,447 ― ― 1,238

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △337 △180 ― ― △584

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,635 △1,212 ― ― △411

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 1,096 1,380 1,325

従業員数 (名) ― ― 704 665 671

(注) 1.　売上高には、消費税等は含まれておりません。

2.　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループにおいて営まれている事業の内容に重要な変更はあ

りません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成21年９月30日現在

従業員数(名) 665[97]

(注) １.　従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は、[　]内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載

しております。

２.　臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。

　

(2) 提出会社の状況

平成21年９月30日現在

従業員数(名) 467[97]

 (注) １.　従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は、[　]内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。

 ２.　臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績は、次のとおりであります。
　

区分 金額(百万円) 前年同四半期比(％)

耐火物他 3,077 78.7

エンジニアリング 361 62.1

合計 3,439 76.5

(注) 1.　金額は外注を含み、実際原価で表示しております。

2.　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績は、次のとおりであります。
　

区分 受注高(百万円) 前年同四半期比(％)受注残高(百万円) 前年同四半期比(％)

耐火物他 3,460 69.9 3,796 66.2

エンジニアリング 712 96.6 638 74.4

合計 4,173 73.4 4,435 67.3

(注)  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績は、次のとおりであります。
　

区分 金額(百万円) 前年同四半期比(％)

耐火物他 3,589 80.4

エンジニアリング 526 62.6

合計 4,115 77.6

(注) 1.主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先

前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

販売高(百万円) 割合(％) 販売高(百万円) 割合(％)

東京製鐵株式会社 641 12.1 423 10.3

2.　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

２ 【事業等のリスク】

　

当第２四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。
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３ 【経営上の重要な契約等】

　

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

　

（１）経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間のわが国経済は、前連結会計年度後半よりの金融危機に端を発した経済危

機による景気停滞局面の中で、一部に景気底打ちの兆しが見られるものの、企業業績の停滞による設備投

資の減少に加え、雇用情勢、個人消費の低迷は依然として続いており、全体としては先行き不透明の状況

が続きました。

当社グループは、このような情勢下においても活発な受注活動を展開いたしましたが、当第２四半期連

結会計期間の売上高は41億15百万円となり、前年同四半期に比べ11億90百万円の減収となりました。

損益面におきましては、コストの削減に努めましたが、営業利益は31百万円と前年同四半期に比べ２億

31百万円減少し、経常利益は14百万円と前年同四半期に比べ２億72百万円の減少となりました。

四半期純利益につきましては、６百万円と前年同四半期に比べ１億41百万円の減少となりました。

　

（２）財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産合計は、212億38百万円であり、前連結会計年度末に比べ18億27

百万円減少しました。これは主として、受取手形及び売掛金３億83百万円の減少、製品２億64百万円の減

少、仕掛品２億90百万円の減少、原材料及び貯蔵品７億35百万円の減少等によるものであります。 

　当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、72億９百万円であり、前連結会計年度末に比べ19億円減少

しました。これは主として、短期借入金11億円の減少、未払法人税等３億30百万円の減少等によるもので

あります。

　当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、140億29百万円であり、前連結会計年度末に比べ72百万円

増加しました。これは主として、その他有価証券評価差額金56百万円の増加等によるものであります。　

　この結果、当第２四半期連結会計期間末の自己資本比率は66.1％となり、財政状態は概ね良好であると

判断しております。 
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（３）キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は13億80百万円となり、前第２四半

期連結会計期間末より２億83百万円増加いたしました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結会計期間における営業活動の結果得られた資金は７億３百万円となりました（前

第２四半期連結会計期間は３億95百万円の使用）。これは主に、売上債権の増加額77百万円等の減少要

因があるものの、税金等調整前四半期純利益30百万円、減価償却費１億89百万円、たな卸資産の減少額

３億94百万円等の増加要因によるものであります。 

　前第２四半期連結会計期間に比べての獲得した資金の増加は、税金等調整前四半期純利益が減少した

ものの、たな卸資産の減少及び売上債権の減少に伴う収入が増加したことが主な要因であります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結会計期間における投資活動の結果使用した資金は74百万円となりました（前第２

四半期連結会計期間比1億54百万円の減少）。これは主に、有形固定資産の取得による支出72百万円に

よるものであります。 

　前第２四半期連結会計期間に比べての使用した資金の減少は、投資有価証券の取得による支出が減少

したことが主な要因であります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結会計期間における財務活動の結果使用した資金は９億23百万円となりました（前

第２四半期連結会計期間は７億75百万円の獲得）。これは主に、短期借入金の減少額９億円、配当金の

支払額23百万円によるものであります。 

　前第２四半期連結会計期間に比べての使用した資金の増加は、短期借入金が減少したことが主な要因

であります。 

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

（５）研究開発活動

当第２四半期連結会計期間において、研究開発活動に重要な変更はありません。

なお、当第２四半期連結会計期間における研究開発費の総額は44百万円であります。

　

（６）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

今後の見通しにつきましては、各国で景気回復策が導入されつつあるものの、当面は世界景気の後退

が続くものと思われます。わが国経済におきましても、企業収益環境の悪化、設備投資の減少、生産調整

に伴う雇用環境の悪化等で市場環境は引き続き厳しい状況が懸念されます。

このような状況から、耐火物業界におきましては、輸入品との競争も含めて事業環境は厳しさを増す

ものと考えられます。

当社グループといたしましては、国内外の需要先からのニーズをつかみ、受注獲得に全力を注いでま

いります。また、品質の安定および向上を進めながら、生産設備の集約化や省人化の促進による一層の

コスト削減により業績の向上に努めてまいります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

　

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

　

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありませ

ん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 70,000,000

計 70,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年11月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 25,587,42125,587,421
大阪証券取引所
市場第一部

単元株式数1,000株

計 25,587,42125,587,421― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
　

(百万円)

資本金残高
　

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年７月１日～
平成21年９月30日

─ 25,587 ─ 2,654 ─ 1,710
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(5) 【大株主の状況】

　 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

住友大阪セメント株式会社 東京都千代田区六番町６－28 3,589 14.02

株式会社中国銀行
（常任代理人　資産管理サービ
ス信託銀行株式会社）

岡山県岡山市丸の内１丁目15番20号
（東京都中央区晴海１丁目８－12
晴海アイランドトリトンスクエアオフィス
タワーZ棟）

908 3.54

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６－６ 891 3.48

三栄興産株式会社 大阪市西区立売堀１丁目３－11 750 2.93

株式会社池田銀行 大阪府池田市城南２丁目１－11 736 2.87

ヨータイ従業員持株会 大阪府貝塚市二色中町８番１ 487 1.90

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町２丁目２－１ 401 1.56

青木英一 岡山県備前市 333 1.30

第一生命保険相互会社
（常任代理人　資産管理サービ
ス信託銀行株式会社）

東京都千代田区有楽町１丁目13－１ 
（東京都中央区晴海１丁目８－12 
晴海アイランドトリトンスクエアオフィス
タワーZ棟）

328 1.28

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 300 1.17

計 ― 8,725 34.01

  (注)当社が実質的に保有する自己株式は3,162千株であり、発行済株式総数に対する所有株式数の割合は12.36％であ

ります。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

3,162,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

22,281,000
22,281 ―

単元未満株式
　
普通株式 144,421 ― ―

発行済株式総数 25,587,421― ―

総株主の議決権 ― 22,281 ―

(注) 1.　「完全議決権株式(自己株式等)」欄は、全て当社所有の自己株式であります。

2.　「完全議決権株式(その他)」欄には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株(議決権の数3個)含まれておりま

す。

3.　「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式984株が含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ヨータイ

大阪府貝塚市二色中町
８番１

3,162,000― 3,162,000 12.36

計 ― 3,162,000― 3,162,000 12.36

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
　４月 　５月

　
６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 182 185 214 206 209 203

最低(円) 162 171 182 195 190 182

(注)　最高・最低株価は、大阪証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツにより四半期レビューを受け、当第２四半期連

結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成21年４月

１日から平成21年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表については、有限責任監査法人トーマツにより

四半期レビューを受けております。

なお、従来から当社が監査証明を受けている監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21

年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツとなりました。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,380,033 1,325,369

受取手形及び売掛金 7,681,295 8,065,122

有価証券 － 400

製品 2,295,623 2,560,239

仕掛品 302,293 592,340

原材料及び貯蔵品 1,718,475 2,453,592

その他 293,230 389,847

貸倒引当金 △1,800 △1,800

流動資産合計 13,669,151 15,385,112

固定資産

有形固定資産 ※
 5,142,647

※
 5,335,691

無形固定資産 70,474 70,228

投資その他の資産

投資有価証券 2,231,020 2,142,796

その他 260,083 257,194

貸倒引当金 △134,728 △124,633

投資その他の資産合計 2,356,375 2,275,357

固定資産合計 7,569,496 7,681,276

資産合計 21,238,648 23,066,389
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,027,910 2,218,011

短期借入金 1,600,000 2,700,000

未払法人税等 68,660 398,913

役員賞与引当金 8,960 22,400

その他 1,295,141 1,520,013

流動負債合計 5,000,673 6,859,339

固定負債

長期借入金 600,000 600,000

退職給付引当金 1,162,931 1,218,990

その他 445,952 431,606

固定負債合計 2,208,884 2,250,597

負債合計 7,209,557 9,109,936

純資産の部

株主資本

資本金 2,654,519 2,654,519

資本剰余金 1,750,465 1,750,465

利益剰余金 9,576,165 9,613,002

自己株式 △555,329 △554,982

株主資本合計 13,425,821 13,463,006

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 516,060 459,715

繰延ヘッジ損益 △862 △1,286

為替換算調整勘定 88,071 35,016

評価・換算差額等合計 603,268 493,446

純資産合計 14,029,090 13,956,452

負債純資産合計 21,238,648 23,066,389
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 11,203,745 8,881,325

売上原価 9,495,162 7,823,801

売上総利益 1,708,582 1,057,523

販売費及び一般管理費 ※
 1,167,891

※
 920,782

営業利益 540,690 136,740

営業外収益

受取利息 7,246 2,825

受取配当金 30,515 20,369

不動産賃貸料 － 16,256

デリバティブ評価益 37,961 －

その他 34,015 14,653

営業外収益合計 109,738 54,105

営業外費用

支払利息 22,689 12,353

デリバティブ評価損 － 31,254

為替差損 15,546 －

その他 1,778 8,640

営業外費用合計 40,015 52,249

経常利益 610,414 138,597

特別利益

デリバティブ解約益 － 24,943

投資有価証券売却益 1,465 －

特別利益合計 1,465 24,943

特別損失

貸倒引当金繰入額 － 400

固定資産除却損 2,095 674

ゴルフ会員権評価損 180 400

投資有価証券評価損 22,866 －

特別損失合計 25,142 1,474

税金等調整前四半期純利益 586,736 162,066

法人税、住民税及び事業税 266,000 58,000

法人税等調整額 5,947 28,771

法人税等合計 271,947 86,771

四半期純利益 314,789 75,294
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 5,305,754 4,115,752

売上原価 4,481,137 3,615,442

売上総利益 824,616 500,310

販売費及び一般管理費 ※
 562,418

※
 469,130

営業利益 262,198 31,179

営業外収益

受取利息 3,679 1,493

受取配当金 2,503 910

不動産賃貸料 － 8,068

デリバティブ評価益 19,913 －

その他 15,496 4,329

営業外収益合計 41,593 14,802

営業外費用

支払利息 12,960 6,334

デリバティブ評価損 － 14,215

為替差損 3,173 10,207

その他 589 864

営業外費用合計 16,723 31,621

経常利益 287,068 14,359

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 2,022

デリバティブ解約益 － 15,235

投資有価証券売却益 496 －

特別利益合計 496 17,257

特別損失

固定資産除却損 1,463 674

ゴルフ会員権評価損 180 －

投資有価証券評価損 22,866 －

特別損失合計 24,509 674

税金等調整前四半期純利益 263,055 30,942

法人税、住民税及び事業税 193,732 54,000

法人税等調整額 △78,714 △29,443

法人税等合計 115,017 24,556

四半期純利益 148,038 6,386
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 586,736 162,066

減価償却費 395,793 364,030

貸倒引当金の増減額（△は減少） 67,987 3,327

退職給付引当金の増減額（△は減少） △81,249 △56,059

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △11,320 △13,440

受取利息及び受取配当金 △37,761 △23,195

支払利息 22,689 12,353

固定資産除却損 2,095 674

投資有価証券売却損益（△は益） △1,465 －

投資有価証券評価損益（△は益） 22,866 －

売上債権の増減額（△は増加） △1,471,792 389,552

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,033,030 1,309,073

仕入債務の増減額（△は減少） 492,448 △199,604

その他 △95,841 △128,580

小計 △1,141,841 1,820,200

利息及び配当金の受取額 37,706 23,140

利息の支払額 △22,689 △12,353

法人税等の支払額 △182,642 △383,043

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,309,466 1,447,943

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の売却及び償還による収入 － 400

有形固定資産の取得による支出 △235,265 △176,359

投資有価証券の取得による支出 △104,217 △4,657

投資有価証券の売却による収入 1,734 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △337,747 △180,616

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,750,000 △1,100,000

自己株式の取得による支出 △1,265 △347

配当金の支払額 △112,844 △112,051

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,635,889 △1,212,399

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5,090 △263

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △16,414 54,663

現金及び現金同等物の期首残高 1,113,082 1,325,369

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,096,667

※
 1,380,033
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

　会計処理基準に関する事項の変更 　完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を

適用しておりましたが、「工事契約に関する会計基準」(企業会計基

準第15号　平成19年12月27日)及び「工事契約に関する会計基準の適

用指針」(企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日)を第１

四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に着手し

た工事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分につ

いて成果の確実性が認められる工事については工事進行基準(工事

の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事

完成基準を適用しております。

これによる、売上高及び損益に与える影響はありません。

　

　　

【表示方法の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

(四半期連結損益計算書関係)

前第２四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めていた「不動産賃貸料」は、営業外収益総

額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記することとしております。なお、前第２四半

期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「不動産賃貸料」は16,614千円であります。

 

　

　

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

(四半期連結貸借対照表関係)

「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成20年８月７日内閣府

令第50号)が適用となることに伴い、前第２四半期連結会計期間において、流動資産の「その他」に含めて表示して

おりました「貯蔵品」は、当第２四半期連結会計期間から「原材料及び貯蔵品」に含めて表示しております。 

　なお、前第２四半期連結会計期間の流動資産の「その他」に含まれる「貯蔵品」は150,512千円、当第２四半期連

結会計期間の「原材料及び貯蔵品」に含まれる「貯蔵品」は126,481千円であります。

(四半期連結損益計算書関係)

前第２四半期連結会計期間において、営業外収益の「その他」に含めていた「不動産賃貸料」は、営業外収益総

額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結会計期間では区分掲記することとしております。なお、前第２四半

期連結会計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「不動産賃貸料」は8,086千円であります。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※　有形固定資産の減価償却累計額　

18,992,026千円

※　有形固定資産の減価償却累計額　

18,623,602千円

　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

運賃及び荷造費 404,424千円

貸倒引当金繰入額 67,807 〃

従業員給料及び手当 225,491 〃

退職給付費用  8,901 〃

役員賞与引当金繰入額 11,280 〃

減価償却費 10,758 〃

 

※　販売費及び一般管理費の主なもの

運賃及び荷造費 287,645千円

貸倒引当金繰入額 11,222 〃

従業員給料及び手当 210,607 〃

退職給付費用 10,609 〃

役員賞与引当金繰入額 8,960 〃

減価償却費 9,431 〃

 

　

　

第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

運賃及び荷造費 203,024千円

貸倒引当金繰入額 8,256 〃

従業員給料及び手当 109,126 〃

退職給付費用  4,341 〃

役員賞与引当金繰入額 5,640 〃

減価償却費 5,422 〃

 

※　販売費及び一般管理費の主なもの

運賃及び荷造費 151,351千円

従業員給料及び手当 107,120 〃

退職給付費用 5,239 〃

役員賞与引当金繰入額 4,470 〃

減価償却費 4,958 〃

 

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 1,096,667千円

現金及び現金同等物 1,096,667千円
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 1,380,033千円

現金及び現金同等物 1,380,033千円
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(株主資本等関係)

　当第２四半期連結会計期間末(平成21年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　

至　平成21年９月30日)

　

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 25,587,421

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 3,162,984

　

　

３　新株予約権等に関する事項
　
　　 該当事項はありません。

　

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成21年5月14日
取締役会

普通株式 利益剰余金 112,131 5.0平成21年３月31日 平成21年6月26日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成21年11月5日
取締役会

普通株式 利益剰余金 89,697 4.0平成21年９月30日 平成21年12月10日
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成20年７月１日  至  平成20年９月30日)及び当第２四半期連結会

計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)並びに前第２四半期連結累計期間(自  平成20

年４月１日  至  平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成

21年９月30日)

当社グループが営む事業は、耐火物の製造販売及びこれに付随する築炉工事等を行う耐火物事業のみ

の単一事業であるため、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成20年７月１日  至  平成20年９月30日)及び当第２四半期連結会

計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)並びに前第２四半期連結累計期間(自  平成20

年４月１日  至  平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成

21年９月30日)

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント

情報の記載を省略しております。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自  平成20年７月１日  至  平成20年９月30日)及び当第２四半期連結会

計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)並びに前第２四半期連結累計期間(自  平成20

年４月１日  至  平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成

21年９月30日)

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

　

　
　

EDINET提出書類

株式会社　ヨータイ(E01147)

四半期報告書

20/25



(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

１株当たり純資産額 625円62銭
　

　 　

１株当たり純資産額 622円33銭
　

　
(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 14,029,090 13,956,452

普通株式に係る純資産額(千円) 14,029,090 13,956,452

差額の主な内訳(千円) ─ ─

普通株式の発行済株式数(千株) 25,587 25,587

普通株式の自己株式数(千株) 3,162 3,161

１株当たり純資産額の算定に用いら
れた普通株式の数(千株)

22,424 22,426

　

　

２  １株当たり四半期純利益金額

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 13円92銭
　

１株当たり四半期純利益金額 ３円36銭
　

(注) 1. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため、記載しておりませ

ん。　

2. １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
 至　平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 314,789 75,294

普通株式に係る四半期純利益(千円) 314,789 75,294

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 22,622 22,425
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第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 ６円54銭
　

１株当たり四半期純利益金額 28銭
　

(注) 1. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため、記載しておりませ

ん。　

2. １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
 至　平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 148,038 6,386

普通株式に係る四半期純利益(千円) 148,038 6,386

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 22,620 22,424

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

　平成21年11月５日開催の取締役会において、平成21年９月30日を基準日とする剰余金の配当につい

て、次のとおり決議いたしました。 

　① 配当金の総額　　　　　　　  　　     89,697千円 

　② 1株当たりの金額　　　　　　　　　　　　4.00円 

　③ 配当の効力発生日　　　　　　 平成21年12月10日 
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月６日

株式会社ヨータイ

取締役会　御中

　

監査法人トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　中　　村　　基　　夫　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　出　　田　　吉　　孝　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ヨータイの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヨータイ及び連結子会社の平成20年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

平成21年11月４日

株式会社ヨータイ

取締役会　御中

　

 有限責任監査法人　トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　中　村　基　夫　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　出　田　吉　孝　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ヨータイの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヨータイ及び連結子会社の平成21年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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